
△「碧南国民学校正門からの様子」昭和初頭
（愛知県立碧南高等学校蔵）

愛知県立碧南高等学校は、大正15年（1926）4月1
日、碧南市の前身となる新川町・大浜町・棚尾町・旭村
の4か町村による学校組合立「愛知県碧南国民学校」と
して開校しました。その後、昭和・平成・令和と時代が
移り変わる中で、「愛知県碧南国民学校」は校名、設置
者、教育課程、学科などの改変を経て、令和8年
（2026）に創立100周年を迎えます。
本展では、地域の文化や産業で活躍する人材育成の一翼
を担った碧南国民学校の創設に至る経緯や目的、教育内
容、碧南高等学校の歴史について掘り下げていきます。

▼ギャラリートーク（展示説明会）
　　2月14日㈯、28日㈯　14時～14時40分頃　　　文化会館　　　無料　　　不要

▼日時
2月7日㈯～3月5日㈭　9時～21時
▼場所　　　　▼料金
文化会館　　　無料

文化財展 碧南が築いた学び舎
～地域が育てた碧南高校100年のあゆみ～
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△旭村役場の貴賓室

建物は左右対称で、大きなガラス窓など
西洋建築の要素が取り入れられた。
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△村役場庁舎の完成を記念する絵葉書
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